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椿
ま
つ
り
と
と
も
に
歩
む

　

今
年
で
22
回
目
を
迎
え
た
「
花
と
緑　

の
の
い
ち　

椿
ま
つ
り
」
が
３
月
17
日
・
18
日

の
両
日
、
文
化
会
館
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
に
よ
り
開
催
が
見
送
ら
れ
２
年
ぶ
り
と
な
り
、
市
民
を
は
じ
め
県
内
外
の
椿
ま
つ

り
フ
ァ
ン
が
会
場
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
ツ
バ
キ
を
題
材
と
し
た
各
種
展
示

に
加
え
、
椿
苗
の
即
売
や
特
産
物
市
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
翔

の
会
の
会
員
が
野
々
市
椿
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
を
踊
り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
市

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
っ
テ
ィ
が
登
場
し
、
終
日
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

椿展

お茶会

椿オリジナルステージ花と緑の市抽選会

ジュニア椿絵画展

つばき食堂

寄せ植え教室 椿展、アート・オブ・ツバキ

特産物市

公開文学講座

折り紙つばきコーナー

　

今
年
は
展
示
作
品
の
数
も
多
く
、
会
場

の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
春
ら
し
く
爽
や
か
で
、

過
去
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
前
日
に
市
内
各
所
を
回
っ
て
提

供
い
た
だ
い
た
ツ
バ
キ
が
、
艶
や
か
に
咲
き

誇
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
つ
り
も
22
回
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
市
花
木
ツ
バ
キ

を
大
切
す
る
心
を
育
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

椿
ま
つ
り
は
、
ツ
バ
キ
が
町
花
木
に
選

定
さ
れ
た
と
き
、
も
っ
と
ツ
バ
キ
を
広
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
民
憲
章
に
も
「
緑
ゆ
た
か
な
住
み
よ

い
ま
ち
」
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
常
日
ご
ろ
か
ら
緑
を
育
て

る
環
境
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

文化協会会長
内村　栄一さん

まつりを主催

椿愛好会
佐久間　由孝さん

椿の普及に力を注ぐ

　

中
学
生
の
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
、
人
生
の
半
分
以
上
を
椿
ま
つ

り
と
一
緒
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
子
ど
も
た
ち
も
こ
の
会
場
で
楽
し
め

る
よ
う
に
い
ろ
ん
な
企
画
を
考
え
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
綿
菓
子
だ
け
で
す
が
、
ま

た
、
楽
し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

金
沢
椿
の
会
は
約
50
人
の
会
員
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
椿
ま
つ
り
に
参

加
し
、
ツ
バ
キ
を
賛
助
出
展
し
ま
し
た
。

　

か
れ
こ
れ
40
年
、
ツ
バ
キ
の
交
配
な
ど

を
ハ
ウ
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ツ
バ
キ
を

愛
す
る
心
に
境
界
は
な
い
で
す
し
、
ツ
バ

キ
を
育
て
る
風
土
は
同
じ
石
川
の
地
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ
た
交
流
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

青年ボランティア団体
RISE
八島　英里さん

子どもも楽しめる
まつりを目指して16年

金沢椿の会理事長
松井　清造さん

椿まつりに初参加

花と緑　ののいち

椿
2012

まつり
 囲碁大会

Ａ級　①西永正雄　　②大西英明
　　　③酒井昭男、村田明
Ｂ級　①橋爪健治　　②吉田昌
　　　③田ノ岡忠史、魚章
Ｃ級　①小路秀明　　②橋場勉
　　　③片岸哲夫、中村慶司
Ｄ級　①若宮秀明　　②橋爪宏

 将棋大会

Ａ級　①松村浩二　　②山岸和哉
　　　③武田茂明、古田征史
Ｂ級　①松本讓　　　②竹田正則
　　　③野崎拓己、久木忠夫
Ｃ級　①飴谷久太郎　②宮本克基
　　　③松田俊郎、小林聖明
小学生高学年　①番井拳志郎　②濱邊堅哉
　　　　　　③齋藤太一、林悠侑
小学生低学年　①野﨑遼人　②中村総太朗
　　　　　　③塙拳史郎　④中村巧史朗

 椿絵画展ジュニアの部

（優秀賞）青木彩花、池島功晟、伊藤諒人、
稲垣葵、大崎隼輝、大田瞳、大屋喜一、岡
田麻衣果、清水蒼太、清水茉衣、清水結加、
谷優凛、月間優、中口詩織、中野勇輝、西
川爽空、新田優、畠山凛花、濱口菜緒、広
崎小雪、福井明日花、福田あい、増田海晴、
水上真奈、椋木結衣、村尾穂香、村上ひか
り、山田あい、山本彪磨、若林柚杏

大 会 結 果

お礼
　椿まつりを盛会のうちに終了す
ることができました。ひとえに皆
さまのご理解とご協力の賜物と心
から感謝し、お礼申し上げます。

市・市文化協会・椿まつり実行委員会



5　広報ののいち　2012. 4月号 広報ののいち　2012. 4月号　4

■市内ツバキマップ

■公園
地区 町内 記号 公園名 椿の状況

本町

本町６ ア つばき公園 公園南側に様々な品種のツバキが150本程度植えられている。
若松町 イ 若松ちから石公園 低木だが、公園の周りに20本前後のツバキがある。
横宮町 ウ 横宮緑地 ２から３ｍのツバキが5本程度。ツバキのモニュメントもある。
横宮町 エ 北横宮公園 ５ｍ近くの大木。
高橋町 オ せせらぎ公園 ３ｍ近くのツバキが20本程度。
扇が丘 カ ホタルの里公園 ２ｍ前後のツバキが４本程度。
白山町 キ ろくらぐち公園 ２から３ｍのツバキが３本程度。

富奥

三納 ク あらみや公園 公園南側に「野々市」が30本程度植えられている。H17年に植栽。
位川 ケ 位川公園 公園東側に２本。
粟田１ コ 粟田中央公園 ツバキの低木が７本程度。
下林３ サ 野々市中央公園 随所に様々な品種のツバキが植えられている。２月下旬から４月までツバキを楽しむことができる。
新庄２ シ 木呂川１号緑地 公園南側にツバキの垣根。
新庄６ ス 木呂川２号緑地 公園南側にツバキの垣根。
上林４ セ 野々市南部公園 公園西側でツバキ「野々市」を育成。その他に、園内に数本のツバキ。
末松 ソ 末松廃寺跡公園 公園南側と北側駐車場にツバキが群生。サクラとツバキを一緒に楽しむことができる。ichi椿の酵母はここから採取。

郷 稲荷４ タ みその公園 ３ｍ近くのツバキが公園東側に4本。

押野

押野１ チ 押野西公園 公園西側に50本程度のツバキ。
御経塚１ ツ 御経塚史跡公園 大木の下にツバキが随所に育っている。
御経塚２ テ 経塚公園・泉の広場 イオン御経塚西側の公園。15本程度のツバキ。
御経塚５ ト 御経塚東公園 国道８号沿いの公園。４ｍ前後のツバキが50本程度。

■街路・ポケットパーク・公共施設
地区 町内 記号 場所 椿の状況

本町

本町２ A 布水つばき通り横宮～本町２南 植樹帯に「野々市」が植えられている。
本町２ B 北陸鉄道工大前駅 駅前に６本程度のツバキ。
本町２ C 中央公民館 玄関前に２本のツバキ。椿まつりの頃が見ごろ。

本町４ D 文化会館フォルテ 玄関前に２本の老木「侘助」と「臘月」、３月上旬から見ごろ。　建物の周りに八重のツバキが
多数、４月の初めが見ごろ。

本町５ E 歩行者自転車道路 消防署北側に20本程度のツバキ。

富奥

下林 F 公園つばき通り（明倫高南～
三納） 様々な品種のツバキが植樹帯に植えられている。

下林 G 街路記念樹生産組合圃場 市民野球場南側の田で「野々市」を育苗。２月下旬から３月が見ごろ。

新庄 H 木呂川緑道（１号緑地～２号
緑地）

約1.2㎞に渡って断続的にツバキの並木や植え込みが続く。１号緑地のある新庄２丁目地内に
はツバキの木が多い。

押野 押越 I 布水つばき通り布水中学校
前～八日市 植樹帯にツバキの低木。

押野４ J 押野４丁目ポケットパーク 国道下のポケットパークに３ｍ近くのツバキが３本。

野々市の春はツバキとともに！

全国椿サミットを野々市で！
　

２
月
24
日
㈮
、
第
22
回
全
国
椿

サ
ミ
ッ
ト
萩
大
会
が
山
口
県
萩
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
椿
サ
ミ
ッ
ト

と
は
、
平
成
２
年
（
１
９
９
０
）

に
野
々
市
町
が
開
い
た
全
国
椿

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

翌
年
か
ら
毎
年
、
全
国
椿
サ
ミ
ッ

ト
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
自
治

体
で
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
市

か
ら
は
、
粟
市
長
、
北
村
議
長
を

は
じ
め
文
化
協
会
や
椿
愛
好
会
員

な
ど
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会

総
会
で
粟
市
長
は
、
平
成
29
年

（
２
０
１
７
）
春
、
市
制
施
行
５

周
年
や
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

を
記
念
し
て
、
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト

大
会
の
誘
致
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
。
県
内
で
は
金
沢
市
と
珠
洲
市

が
協
議
会
に
加
盟
し
て
お
り
、
今

後
の
誘
致
は
、
石
川
県
並
び
に
両

市
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

■神社
地区 町内 番号 神社名 椿の状況

本町 本町２ ❶ 布市神社 約2.5ｍの「野々市」が１本。他にツバキ１本。
本町２ ❷ 白山神社 なし。周辺ではツバキを植えている家が多い。

富奥

位川 ❸ 池上白山神社 境内は狭いがツバキが多い。大木もある。
藤平 ❹ 錦橋八幡神社 小さなツバキが２本。
太平寺 ❺ 白山神社 鳥居の後ろに４ｍ近くのツバキ。一斉に咲く花は見事。東側にもツバキが５本程度。
粟田 ❻ 豊田日吉神社 ツバキが大小10本以上。５ｍ近くの大木もある。
新庄２ ❼ 富樫郷八幡神社 境内にはツバキはないが、周辺には大きなつばきの木が多い。
新庄３ ❽ 菅原神社 ツバキが大小10本以上。５ｍ近くの大木もある。
藤平田 ❾ 中奥八幡神社 ツバキが大小10本以上。５ｍ以上の大木が多い。
中林 10 春日神社 ツバキが大小10本以上。５ｍ以上の大木もある。
上林 11 林郷八幡神社 大きなヤブツバキが多数。「野々市」も２本。
矢作 12 藤岡諏訪神社 なし。周辺の田畑にツバキが植えられている。
末松 13 大兄八幡神社 ツバキが群生している。２月ごろから４月まで楽しむことができる。
清金 14 清金中宮神社 小さいツバキが１本。

郷

三日市町 15 郷八幡神社 ツバキが４本程度。
二日市町 16 荒川神社 ツバキが10本程度。大木が多い。
稲荷 17 稲荷神社 ツバキが５本程度。大きな老木もある。
徳用町 18 光松八幡神社 ツバキが２本。
堀内 19 明治八幡神社 拝殿後ろに、５・６本のツバキの幼木。

押野 押越 20 白山神社 大きなツバキが２本。
御経塚 21 佐那武神社 境内の南側にツバキの大木。

国道157号
JR北
陸本
線

北
鉄
石
川
線

国
道
８号

国道157号

CA

I

D B

F

H

E

G

J

本町

野代

至金沢駅

至松任駅

至鶴来駅

野々市市役所

至白山市

至野町駅

押野

横宮町

若松町

白山町

住吉町

菅原町

三納
下林

清金

白山市

矢作

粟田中林

上林 新庄

加賀産業
開発道路

末松

藤平

藤平田

高橋町

扇が丘

太平寺

位川

押越

至金沢市

御経塚

長池

二日市町

三日市町

郷町
徳用町

田尻町

蓮花寺町柳町
堀内

稲荷

テ

ツ ト

タ

ア
イ

ウ
エ

オ

カ
キ

ケサ

コ
ス

ソ

セ

シ

ク

チ

❷

❶

❺
❸

❾

❹

❻

❽

❼

10
11

12

13

14

15

16

17
18

19

20

21
ツバキの里まちめぐりコース

 Ａコース（縄文の里・御経塚のツバキ）約2.5km

御経塚史跡公園ツ→経塚公園・泉の広場テ→馬場
川遊歩道→佐那武神社 21 →御経塚東公園ト→御経
塚史跡公園ツ

 Ｂコース（野々市まちなかのツバキ）約3.1km

中央公民館（本町２丁目）（Ｂ）→布水つばき通り（本
町２丁目）（A）→横宮緑地（横宮）ウ→北横宮公園

（横宮）エ→若松ちから石公園（若松町）イ→つば
き公園（本町６丁目）ア→文化会館フォルテ（本町５
丁目）（Ｃ）→本町通り（北国街道）→布市神社❶
→中央公民館（Ｂ）

 Ｃコース（神社と公園・街路の一押しツバキ）約４.1km

野々市市役所・あらみや公園（三納）ク →中奥八
幡神社（藤平田）❾→公園つばき通り（下林）（F）
→中央公園（下林）サ→白山神社（太平寺）❺→
池上白山神社（位川）❸ →野々市市役所・あらみ
や公園ク

 Ｄコース（いにしえを辿る富奥のツバキ）約4.3km

末松廃寺跡公園（末松）ソ→大兄八幡神社（末松）
13 →春日神社（中林） 10 →林郷八幡神社 11 ・南部
公園（上林）セ→木呂川1号緑地（新庄２丁目）セ
シ→木呂川緑道（新庄地内）（H）→木呂川２号緑
地（新庄６丁目）ス→【のっティ・新庄北バス停、
または、のんキー・粟田６丁目バス停から】末松廃
寺跡公園ソ

　昔から、市内の家々や神社などではツバキを大事に育ててきたと言われています。ツバキには多くの品種があり、初冬から５月の連
休まで花を見ることができます。例年、椿まつりが開催される３月下旬から４月中ごろが、ツバキを見る絶好の季節と言われています。
　サクラの花は豪華でその開花は一目でわかります。ツバキは大木の下でひそやかに花を咲かせるため、車で通っても見落としてしま
います。椿十徳にある謙遜という言葉が似合う花です。
　この春は、野々市の野と街を歩きがら、ツバキの花を楽しんではいかがでしょう。

　市民協働課職員が市内を巡り、とりまとめた一覧表です。
　このほかにもツバキの見どころがあるようでしたら、市民協働課
までお知らせください。
� ■問い合わせ　市民協働課　☎227−6056

注：「野々市」はツバキの品種名
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自
主
財
源
６
３
．５
％

自
主
財
源
５
３
・
５
％

依
存
財
源
３
６
．５
％

依
存
財
源
４
６
・
５
％

市税 68億3,190万3千円
（45.6％）

市債 14億8,050万0　円
（9.9％）

国県支出金 31億 876万8千円
（20.7％）

地方交付税等 23億9,000万 　円
（15.9％）

そのほか 9億1,921万9千円
（6.1％）

諸収入 2億6,961万 　円
（1.8％）

民生費 61億7,185万7千円
（41.1％）

そのほか10億2,777万8千円
（6.9％）

総務費 11億7,379万4千円
（7.8％）

衛生費 12億1,559万8千円
（8.1％）

教育費 17億7,155万1千円
（11.8％）

公債費 17億7,927万6千円
（11.9％）

土木費 18億6,014万6千円
（12.4％）

平成24年度予算の規模

一 般 会 計� 150億円
（前年比 1億6,000万円増）

特別会計合計� 90億1,900万円
（前年比 2億2,100万円増）

水道事業会計� 13億 800万円
（前年比 7,100万円増）

合　　　　計� 253億2,700万円
（前年比 4億5,200万円増）

特別会計

水道事業会計

一般会計歳入　150億円一般会計歳出　150億円

は前年度予算と比較して増額、 は前年度予算と比較して減額、

（　）内は構成比を表しています。

一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
の
多
く
を
占
め
る
市
税
は
、
年
少

扶
養
控
除
廃
止
に
よ
る
個
人
市
民
税
の

増
、
中
南
部
区
画
整
理
の
換
地
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
増
な
ど
か
ら
２
億
２
千
万
円

の
増
と
な
り
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
生
活
保
護
費
負
担
金

や
児
童
扶
養
手
当
負
担
金
の
増
な
ど
か
ら

３
億
１
千
万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、基
金（
預
金
）か
ら
の
繰
入
金（
取

崩
）
は
、
３
億
４
千
万
円
の
見
込
み
と
な

り
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

　

目
的
別
で
は
、
民
生
費
で
生
活
保
護

費
や
児
童
扶
養
手
当
の
増
な
ど
か
ら

９
億
６
千
万
円
の
増
、
土
木
費
で
公
営
住

宅
等
建
設
事
業
費
や
北
西
部
土
地
区
画
整

理
事
業
費
の
減
な
ど
か
ら
３
億
８
千
万
円

の
減
と
な
り
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
の
義
務
的
経
費
が
７
億
８
千
万
円
の

増
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
制
移
行
に
伴

う
県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
よ
る
扶
助
費
の

増
が
主
な
要
因
で
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
物
件
費
で
市
制

移
行
に
伴
う
準
備
経
費
、
記
念
事
業
の
減

な
ど
か
ら
１
億
６
千
万
円
の
減
と
な
り
ま

す
。

一般会計歳出を性質別にみると
　歳出の内容を性質ごとにまとめると、次のようになり
ます。人件費・扶助費・公債費は、毎年必ず支出が必要
となる固定的な経費で、義務的経費といいます。この割
合が高くなるほど、自由に使えるお金が少なくなります。

人件費
（職員の給与など）� 24 億 1,679 万 9 千円

扶助費
（福祉・医療など）� 35 億 7,919 万 3 千円

公債費
（借金の返済）� 17 億 7,916 万 3 千円

物件費・維持補修費・補助費等
（消耗品費や各種団体への補助金など）

44 億 1,333 万 8 千円

普通建設事業費
（施設の建設や道路の整備など）

16 億 4,471 万 円

その他
（各特別会計への繰出金や予備費など）

11 億 6,679 万 7 千円

【現年度分】

軽自動車税
1.2％

8,175万5千円

都市計画税
4.9％

3億3,041万2千円

市たばこ税
6.6％

4億4,648万9千円

市民税
40.4％

27億4,485万１千円

市民税
40.4％

27億4,485万１千円

固定資産税
46.9％

31億8,524万6千円

固定資産税
46.9％

31億8,524万6千円

平
成
24
年
度 

市
の
予
算◆そのほかの内訳◆

分担金および負担金 4億9,881万7千円
繰入金 3億4,000万1千円
使用料および手数料 6,434万8千円
財産収入・繰越金・寄附金 1,605万3千円

◆地方交付税等の内訳◆
地方交付税 17億5,500万  　円
地方消費税交付金 4億3,500万  　円
地方譲与税 1億2,600万  　円
自動車取得税交付金 3,400万  　円
利子割等交付金 2,800万  　円
交通安全対策特別交付金 1,200万  　円

◆そのほかの内訳◆
消防費 5億5,260万4千円
議会費 1億6,690万6千円
商工費 1億5,222万6千円
農林水産業費 7,666万8千円
労働費 6,937万1千円
災害復旧費・諸支出金・予備費 1,000万3千円

国民健康保険 歳入・歳出 44億 7,500 万円

後期高齢者医療 歳入・歳出 3億 8,900 万円

介護保険 歳入・歳出 21億 9,000 万円

下水道事業 歳入・歳出 19億 6,500 万円

特別会計は特定の事業を行うため、一般会計とは別に収支が独立
しているものです。

収益的収入・支出 7億 300 万円

資本的収入 2億 3,000 万円

資本的支出 6億 500 万円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留
保資金などで補います。水道事業会計は、公営企業会計として市
民の生活向上を目的として市が経営する会計です。

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
・
補
助
金
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
大
切
な
財

源
で
す
。

　

ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
納
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、

１
年
間
の
収
入
と
支
出
の
見
積
も
り
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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市制施行や組織再編に伴い新たに
作成する。

町内会長ハンドブックの更新
� 18万円

市長の諮問機関として総合計画の
進捗状況の調査及び審議等を行う
審議会を設置する。

総合計画審議会の設置
� 14万円

徴収体制の一層の強化を図るべく、
石川県央地区地方税滞納整理機構
に参加する。石川県、かほく市、白
山市、野々市市の１県３市で構成。

石川県央地区地方税滞納整理
機構へ参加� 70万円

市の概要や統計等をとりまとめて
記載し、野々市市を紹介する。

市勢要覧の発行
� 130万円

CM制作（実写、アニメの２本）
を行い、市の魅力のPRに活用。

市のCM制作
� 17万円

北陸鉄道が石川線・浅野川線の利
用者の安全確保のために行う設
備投資に対する補助 国1/3、県
1/3、沿線自治体1/3

鉄道軌道安全輸送設備等整備補助
（北陸鉄道石川線）�1,468万円

諸々の条例や計画の上位に位置
し、自治体運営の基本原則を定め
たまちの憲法というべき条例。平
成26年度に制定予定。

（仮称）まちづくり基本条例の策定
� 12万円

総務費

一般会計の予算額を、2月末現在の
住民基本台帳人口4万8,077人で
割ると、一人当たり31万2,000円。
目的別にこの内訳をみると、次のよ
うになります。

■議会費� 3,472円
■総務費� 2万4,415円
■民生費� 12万8,374円
■衛生費� 2万5,284円
■労働費� 1,443円
■農林水産業費� 1,595円
■商工費� 3,166円
■土木費� 3万8,691円
■消防費� 1万1,494円
■教育費� 3万6,848円

市民一人当たりの
一般会計予算額は

平
成
24
年
度
の
新
規
事
業
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す

平成24年４月より介護認定審査
会を設置する。

介護認定審査会
� 【特別会計】790万円

権限移譲により市が実施すること
になった調査。市内14区間を５
年間のローテーションにて行う。

自動車騒音環境基準常時監視
調査の実施� 175万円

小型消防ポンプ、資機材輸送車を
購入する。

消防団車両等の購入
� 616万円

地域福祉を総合的かつ計画的に推
進するための計画。パブリックコ
メントの実施やシンポジウムを開
催し、計画を推進する。

地域福祉計画策定業務
� 539万円

既に実施している子宮頸がん検診
の検査精度を向上させるため、液
状化検査方法を導入する。

子宮頸がん検診液状化検体細胞診
（LBC）の導入� 172万円

子ども予防接種費用助成事業の対
象となる予防接種の種類にロタウ
イルスワクチンを追加する。

子ども予防接種費用助成事業の拡大
（ロタウイルス）� 370万円

民生費・衛生費

市の水道水のおいしさを再認識していた
だくため、500ｍℓ・２ℓのペットボト
ル詰めミネラルウォーターを製造し、各
種イベントや会議等で配布・販売する。

ミネラルウォーター製造・販売
�【水道事業会計】200万円

市民生活の基盤となる移動手段を
確保するため、生活交通ネットワ
ーク計画策定、のっティ運行委託、
シャトルバス運行費補助を行う。

都市交通円滑化対策
� 6,336万円

道路利用者が安全で快適に移動で
きる空間を確保するための歩道整
備や塗装整備を実施する。

人にやさしい道づくり
� 1億6,244万円

歴史的景観を守りつつ、市の賑わ
いや活性化、交流人口の拡大につ
なげる市民シンポジウムを開催す
る。

街並み・まちづくりシンポジ
ウムの開催� 20万円

特定行政庁として建築物等に関す
る確認審査及び指導事務などを実
施する。

建築開発指導事務
� 291万円

自らの居住の用に供するために市
内において戸建て住宅を取得し、
その住宅に居住したものに対して
奨励金を交付する。（建て替え除く）

定住促進
� 2,000万円

土木費

老朽化した女性センター（昭和
58年建築）の屋根及び外壁、空
調設備を改修する。

女性センター改修工事
� 4,000万円

ゲート式有料駐車場の整備を行
う。

JR野々市駅南口駐車場整備事業
� 680万円

商工費・労働費

　
市
が
行
う
事
業
に
は
、
市
民
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
公
平
に
提
供
す
る
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画
の
も
と
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
の
和
で
椿
十
徳
生
き
る
ま
ち
」
を
目

指
し
て
、
今
年
度
は
、
地
域
福
祉
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
策
定
な

ど
「
と
も
に
創
る 

と
も
に
育
む
」
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
、
区
画
整
理
や
都
市
計

画
街
路
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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　市では、まちづくりの新たな指針となる「野々市市第一次総合計画 ～ともに創る ともに育む～」を策定しました。
　この計画は、本市の将来の発展に向けて、2012（平成24）年度から2021（平成33）年度までの10年間の本市の
取り組むべき目標を描いたものです。
　市が「将来、こんなまちになりたい！」という目標を描き、その実現を目指すための政策や施策をとりまとめた、本
市の最上位計画を紹介します。
　野々市市第一次総合計画書は、市ホームページのほか企画課窓口、市立図書館で閲覧することができます。

野々市市第一次総合計画スタート
2012.4.1

市債の現在高・年度末見込み（単位千円）

市債の24年度末の残高は23年度末に比べ、約3千万円減少し181億8,324万6千円となる見
込みです。

予算については、市ホームページでも紹介しています。http://www.city.nonoichi.lg.jp
問い合わせ　財政課（☎２２７―６０３１）

平成23年度末
現在高見込額

平成24年度中増減見込み 平成24年度末
現在高見込額起債見込額 元金償還見込額

総　務 8,553,965 959,600 544,313 8,969,252

土　木 4,130,420 204,200 709,364 3,625,256

教　育 3,307,675 96,500 115,629 3,288,546

民　生 865,536 0 70,163 795,373

消　防 689,948 600 26,227 664,321

そのほか 665,812 219,600 44,914 840,498

合　計 18,213,356 1,480,500 1,510,610 18,183,246
※そのほかの内訳：農林・衛生・公営住宅・災害復旧

市債というと借金というマイナスのイメージ
が強いと思います。しかし、皆さんの生活向
上のための都市基盤（学校や道路など）の建
設費を将来的に利用する方にも負担してもら
い、世代間の公平性を図るという役割も担っ
ています。

ワンポイント

老朽化した富奥公民館（昭和51
年建築）の建て替えに向け、周辺
整備も含め工事設計を行う。

富奥公民館・周辺整備計画
� 2,750万円

老朽化したスポーツランドのポン
プ及び配管を改修する。

スポーツランドポンプおよび
配管等改修工事�1,800万円

史跡末松廃寺跡の再整備の検討と
実施に向け整備委員会設立準備会
を立ち上げる。

国指定史跡の再整備
� 17万円

市民体育館及び武道館の耐震診断
及び補強計画の策定を行う。

体育施設耐震診断補強計画
� 651万円

老朽化が著しい市民野球場雨天練
習場を改修する。

市民野球場雨天練習場改修工事
� 530万円

小学校低学年を対象にデジタル教
科書を導入し、学ぶ楽しさと理解
力のアップを図る。

デジタル教科書の導入
� 34万円

主に夏場の教育環境の改善を図る
ため空調整備工事の実施設計を行
う。

野々市中学校校舎空調整備計画
� 380万円

市所蔵の埋蔵文化財、民俗資料、
歴史資料、重要文化財「御経塚遺
跡出土品」等をデジタル化し、市
ホームページで公開する。

デジタル資料館の公開
� 168万円

教育費

策
定
に
至
る
ま
で
の
経
過

　

市
で
は
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

策
定
審
議
会
と
策
定
委
員
会
作
業
部
会
と
い
う
、

ふ
た
つ
の
組
織
を
設
置
し
ま
し
た
。
策
定
審
議
会

は
、
市
を
代
表
す
る
各
種
団
体
の
長
や
学
識
経
験

者
で
組
織
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
計
画
を
審
議
し
ま
し
た
。
策
定
委
員
会

作
業
部
会
は
、
公
募
い
た
だ
い
た
市
民
、
有
識
者
、

職
員
で
組
織
し
、
自
由
に
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
計
画
素
案
を
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。

●
平
成
21
年
12
月
18
日
～
平
成
23
年
９
月
21
日
作

業
部
会
（
全
14
回
）

●
平
成
22
年
１
月
18
日　

野
々
市
町
次
期
総
合
計

画
策
定
に
つ
い
て
諮
問

●
平
成
22
年
１
月
18
日
～
平
成
23
年
９
月
30
日
審

議
会
（
全
６
回
）

●
平
成
23
年
１
月
17
日
～
２
月
16
日　

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
（
基
本
構
想
）

●
平
成
23
年
７
月
11
日
～
８
月
12
日　

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
（
基
本
計
画
）

●
平
成
23
年
９
月
30
日　

野
々
市
市
次
期
総
合
計

画
に
つ
い
て
の
答
申

●
平
成
23
年
12
月
16
日　

平
成
23
年
第
６
回
市
議

会　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
基
本
構
想
の
議
決 全戸にダイジェスト版を配布

丸山　利輔さん
次期総合計画策定審議会会長

【石川県参与（県立大学担当）】

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
市
民
協
働
」

　

こ
の
計
画
は
、「
市
民
協
働
」
と
い
う
考
え

方
を
重
視
し
て
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
22
年
１
月
か
ら
審
議
会

を
行
い
、
作
業
部
会
か
ら
上
が
っ
て
き
た
素
案

を
も
と
に
１
０
０
以
上
の
項
目
を
精
査
し
、
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
や
地
方
公
共
団
体
の
財
政
事
情
は
ど
こ
も

厳
し
い
状
態
で
す
。
な
に
も
か
も
市
に
お
ま
か

せ
と
い
っ
た
考
え
方
で
は
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

は
出
来
ま
せ
ん
。
市
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
市
民
が
理
解
し
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
市
民
間
、

地
域
間
で
連
携
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
努
力
な
く
し
て
決
し
て
い

い
ま
ち
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
人
口
５
万
人
を
達
成
し
、

野
々
市
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
住

み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
新
し
く

入
っ
て
く
る
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

野
々
市
は
平
地
が
広
く
、
工
場
や
住
宅
が
建

ち
や
す
い
恵
ま
れ
た
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
土
地
柄
を
生
か
し
、
さ
ら
に
発
展
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

interview
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ま
ち
の
発
展
は
総
合
計
画

と
と
も
に

　

総
合
計
画
は
、
そ
の
自
治
体
の
最
上
位

計
画
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
社
会
の

抱
え
る
固
有
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
発

展
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。
本
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
四
次
に
わ
た
り
下
記
の
総
合

計
画
を
定
め
、
計
画
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
着
実
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
総
合
計
画
の
顔
と
な
る
将
来

都
市
像
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
と
、
ま
ち

の
変
容
が
見
え
て
き
ま
す
。
将
来
都
市
像

は
、
ま
ち
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
課
題
を
踏

ま
え
た
目
指
す
べ
き
地
域
社
会
の
姿
で
す
。

将
来
都
市
像
と
市
民
協
働

　

こ
の
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画
で

は
、
将
来
都
市
像
を
「
人
の
和
で　

椿
十

徳　

生
き
る
ま
ち
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
将
来
都
市
像
は
ハ
ー
ド
整
備
や
ソ

フ
ト
事
業
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、今
回
の
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
説
い
て

い
ま
す
。「
何
を
つ
く
る
か
」「
何
を
す
る

か
」
で
は
な
く
、「
ど
う
や
っ
て
す
る
か
」

つ
ま
り
「
市
民
協
働
」
と
い
う
考
え
方
を

前
面
に
出
し
、
行
政
計
画
か
ら
１
歩
踏
み

出
し
た
市
民
と
と
も
に
つ
く
る
ま
ち
づ
く

り
を
意
識
し
た
計
画
だ
か
ら
で
す
。

「
和
」と「
徳
」
と　
　
　

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

本
市
の
課
題
は
多
く
の
分
野
に
わ
た
り

ま
す
が
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
人
材
の
地
域
参
加

が
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
共
通
の
必
要
事

項
で
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
公
共
の
担
い

方
と
し
て
、「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
こ
の
計

画
は
提
案
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
成
立
す
る
２
大
要
素
は「
信
頼
」と「
規

律
」
で
す
。
将
来
都
市
像
の
「
人
の
和
」

は
「
信
頼
」、「
椿
十
徳
」
は
「
規
律
」
で

す
。
こ
れ
ら
が
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
れ
ば
、
す
べ
て
の
市
民
が
幸
せ
に
生
活

で
き
る
「
住
み
た
い
ま
ち
野
々
市
」
の
道

筋
が
で
き
る
と
こ
の
計
画
は
ま
と
め
て
い

ま
す
。

将
来
都
市
像

人
の
和
で
　
椿
十
徳
　
生
き
る
ま
ち

これまでの総合計画
計画名称 計画期間 将来都市像 主な出来事

第１次
総合計画

野々市町の総合計画 昭和45年～
昭和55年

明るく豊かな田園都市
学園都市

石川県農業短期大学開校（昭和46年）、
「野々市町　愛と和の町民憲章」を制
定（昭和55年）

第２次
総合計画

野々市町長期計画 昭和56年～
昭和65年

自然と創意の調和によ
る快適な生活環境を創
造する人間中心都市

第１回ののいちじょんからまつり開催
（昭和57年）、第1回花と緑ののいち
90’椿まつり開催（平成2年）

第３次
総合計画

野々市町新総合計画
愛と和のシンフォニー

平成3年～
平成12年

出会いを大切に ゆとり
と生きがいを実感でき
るまち

コミュニティ FM局「えふえむ・エヌ・
ワン」開局（平成７年）、第1回「BIG 
APPLE  in Nonoichi」開催（平成７年）

第４次
総合計画

総合計画21
共有と連携のまちづく
り

平成13年度～
平成23年度

にぎわいとやすらぎに
満ちた快適・文化都市

「のっティ」試験運用開始（平成15
年）、野々市市誕生（平成23年）

interview interview

蓮池　順子さん
作業部会　第二分科会（医療、福祉、教
育、文化）担当【市家庭教育推進協議会】

熊谷　貴秀さん
作業部会　第一分科会（環境・産業・
都市基盤、防犯・防災）担当【市職員】

市
内
を
歩
き
肌
で
感
じ
る

　

市
の
良
い
所
や
課
題
を
見
つ
け
る
た
め
、

作
業
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
市
内
全
域
を
歩
き
ま
し
た
。「
こ
こ

の
歩
道
は
幅
が
せ
ま
い
」「
こ
こ
に
は
街
灯

が
な
い
」
な
ど
普
段
車
を
運
転
し
て
い
る
だ

け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
を
発
見
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
を
も
と
に
、
見
て
感
じ
た
こ

と
、
ま
た
普
段
思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合

い
、
ま
ち
を
良
く
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
を
み
ん
な
で
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
以

降
「
絆
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

市
民
一
人
一
人
が
協
力
し
て
助
け
合
い
が
で

き
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
ま
ず
は
、
隣
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
は
、
い
ざ
と
い
う
時

に
役
立
ち
ま
す
。
一
人
で
は
出
来
な
く
て
も

人
が
集
ま
る
こ
と
で
出
来
る
こ
と
は
広
が
り

ま
す
。
将
来
に
向
け
て
、
人
と
の
つ
な
が
り

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

郷
土
に
愛
着
を

　

平
成
21
年
12
月
か
ら
計
画
策
定
に
関
わ

り
、
ま
ち
全
体
の
現
状
・
課
題
や
方
向
性
な

ど
の
「
基
本
構
想
」
と
産
業
、
医
療
福
祉
、

教
育
文
化
な
ど
の
各
専
門
分
野
の
「
基
本
計

画
」
に
つ
い
て
行
政
と
協
働
で
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
野
々
市
に
住
ん
で
26
年
目
に
な
り

ま
す
。
野
々
市
が
本
当
に
大
好
き
で
す
。
今

の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
も
っ
と
野
々
市
の
こ

と
を
好
き
に
な
っ
て
、
郷
土
に
愛
着
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
子
ど
も
は
い
ず
れ
大

人
に
な
り
親
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
自

分
の
子
ど
も
に
野
々
市
の
良
さ
や
魅
力
を
話

せ
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
が
好
き
に
な
れ

る
ま
ち
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
決
し
て
人
ま
か
せ
で
は
な
く
、
市
民

一
人
一
人
が
ま
ち
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
、〝
好
き
〟

な
ま
ち
が
生
ま
れ
る
、
そ
ん
な
気
が
し
ま

す
。

８つの政策をまちづくりの基本方針、基本目標に掲げました。
また、この政策をもとに、３つの重点プロジェクトを定め、関
連する施策について重点的、戦略的に取り組んでいきます。

将来都市像を実現する政策
政策 施策
１、一人ひとりが担い手のまち
　　【市民生活】

１ 市民協働のまちづくり、２ ふるさと意識の醸成と愛着心の向上、
３ 多文化共生と国際・国内交流の充実、４ 思いやりのまちづくり

２、生涯健康 心のかよう福祉まち
　　【福祉・保健・医療】

１ 地域福祉社会の創造、２ 健康づくりの推進、３ 高齢者と障害のあ
る方の福祉の推進、４ 子育て支援の推進

３、安心とぬくもりを感じるまち
　　【安全安心】

１ 防災対策の充実、２ 消防と救急体制の充実、３ 交通安全対策の強
化、４ 防犯対策の強化、５ 消費者の利益の保護

４、環境について考える人が住むまち
　　【環境】

１ 環境負荷の少ない社会の構築、２ 生活環境の保全、３ 環境保全の
ために行動するひとづくり

５、みんながキャンパスライフを楽しむまち
　　【生涯学習・教育】

１ 知・徳・体のバランスが取れた教育の充実、２ 家庭、地域、学校
の連携強化と開かれた学校づくり、３ 生涯学習社会の充実、４ 文化・
スポーツ活動の充実、５ 文化の継承と創造と担い手の育成

６、野々市産の活気あふれるまち
　　【産業振興】

１ 商工業の活性化、２ 農業の活性化、３ 勤労者福祉の充実、４ 観
光資源の発掘

７、くらし充実 快適がゆきとどくまち
　　【都市基盤】

１ 魅力ある街並み形成と住環境整備、２ 交通の円滑化と公共交通網
の充実、３ 雨水排対策の充実、４ 循環する水資源の適正利用

８、住み続けたい！をみんなの声でつくるまち
　　【行財政運営】

１ 開かれた市政の推進、２ 人材育成の推進、３ 安定した行財政運営
の推進

重点プロジェクト
Ⅰ.市民が主役のまちづくりプロジェクト／�・市民協働のまちづくり・地域ネットワークの強化・誇りと愛着を持つひ

とづくり

Ⅱ.地域資源の創出プロジェクト／�・知的資源の地域へ還元・産学官連携による新産業の創造・おもむきのある街並みの整備と保全

Ⅲ.集いとにぎわ創出プロジェクト／�・ヒトやモノの集いとにぎわいの創出・住み続けたい環境の創出・人にやさしい生活環境づくり

⇩ ➡ ⇩

⇩ ➡ ⇩

市民協働によるまちづくりが進むと、計画に掲げる公共サービ
スが充実します。また、個人や企業の活動も活性化し、まちな
かの交流やにぎわいが増します。

自助
（私的な活動）

共助
（地域団体活動、NPO活動、企業が行政と協力して行う公共的サービス）

公助
（行政サービス）

【計画が進める公共サービスの範囲】
市民協働

個人企業の
活動の活性化

財政の健全化
職員の人材育成
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野
々
市
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
本
市
の
最

上
位
計
画
の
「
野
々
市
市
第
一

次
総
合
計
画
」
お
よ
び
県
が
定

め
る「
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
即
し
、
都
市
の
健

全
な
発
展
と
、
秩
序
あ
る
整
備

を
図
る
た
め
に
、
土
地
利
用
、

都
市
施
設
の
整
備
お
よ
び
市
街

地
開
発
事
業
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

計
画
の
主
な
方
針

○�
今
後
の
高
齢
社
会
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
健
康
づ
く
り
、

歴
史
散
策
や
、
緊
急
時
の
避

難
通
路
確
保
の
た
め
に
も
、

歩
い
て
暮
ら
せ
る
“
ま
ち
づ

く
り
”を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○�

既
成
市
街
地
に
お
け
る
、
地

域
の
持
つ
歴
史
や
伝
統
を
生

か
し
た
“
ま
ち
づ
く
り
”
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

○�

本
市
の
さ
ら
な
る
成
長
の
た

め
に
、
新
産
業
を
創
出
し
、

新
た
な
“
野
々
市
ブ
ラ
ン

ド
”
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
目
標

○
目
標
年
次

　

平
成
37
年
（
２
０
２
５
年
）

○
対
象
区
域

　

野
々
市
市
全
域

○
目
標
人
口

　

５
５
，０
０
０
人

～
安
全
・
快
適
な
生
活
環
境
を
備
え
た

魅
力
あ
る
定
住
都
市
を
目
指
し
て
～

野
々
市
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

市
で
は
、
市
制
施
行
に
伴
い
今
後
増
大
す
る
業

務
を
効
率
的
に
執
行
す
る
た
め
に
組
織
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。
平
成
24
年
４
月
１
日
施
行
の
機
構

改
革
と
し
て
、
主
に
総
務
部
門
お
よ
び
住
民
生
活

部
門
を
改
編
し
、
５
部
27
課
局
体
制
と
な
り
ま
し

た
。1

名
称
変
更

（
旧
）
住
民
生
活
部	

→
（
新
）
市
民
生
活
部

（
旧
）
住
民
課	

→
（
新
）
市
民
課

（
旧
）
し
あ
わ
せ
支
援
課	

→
（
新
）
福
祉
総
務
課

（
旧
）
保
健
セ
ン
タ
ー	

→
（
新
）
健
康
推
進
課

2
新
設
お
よ
び
分
割

総
務
部
「
総
務
企
画
課
」
を

総
務
課
と
企
画
課
に
分
割

・
総
務
課
…
総
務
、
文
書
法
規
お
よ
び
財
産
管
理

・
企
画
課
…
企
画
、
情
報
お
よ
び
交
通
政
策

市
民
生
活
部
に
「
市
民
協
働
課
」
を
設
置

広
報
情
報
課
の
廃
止

・
市
民
協
働
課
…�

市
民
協
働
、
広
報
・
広
聴
お
よ

び
市
民
相
談

産
業
建
設
部
「
建
設
課
」
の
業
務
を
分
割
し
、

「
建
築
住
宅
課
」
を
設
置

・
建
築
住
宅
課
…
建
築
指
導
と
開
発
住
宅

3
異
動

　

税
務
課
を
「
総
務
部
」
か
ら
「
市
民
生
活
部
」

へ
異
動
。

野々市市役所
組織改編

部 担当部署 担当名 電話番号 メールアドレス

総
務
部

秘書課
秘書 227-6021

hisho
職員 227-6022

総務課
総務 227-6026

soumu文書法規 227-6027
管理 227-6057

企画課
企画情報 227-6028

kikaku
交通政策 227-6118
地域振興室 227-6160 chiiki

財政課
財政 227-6031

zaisei
契約入札 227-6032

産
業
建
設
部

産業振興課
農業振興 227-6081

sangyou
商工振興 227-6082

建設課 建設管理 227-6086 kensetsu

建築住宅課
建築指導 227-6136

kenchiku
開発住宅 227-6087

都市計画課
都市計画 227-6091

toshikeikaku
街路公園 227-6092

企業管理課 企業管理 227-6102 kigyou

上下水道課
下水道 227-6096

jougesui
上水道 227-6106

教
育
文
化
部

教育総務課
庶務 227-6113

kyouiku_soumu
学校施設 227-6114

学校教育課 学校教育 227-6162 gakkou

生涯学習課
生涯学習 227-6116

shougai
青少年 227-6117

文化振興課
文化振興 227-6121

bunka
文化財 227-6122

スポーツ振興課 スポーツ振興 227-6126 sports

部 担当部署 担当名 電話番号 メールアドレス

市
民
生
活
部

市民協働課
市民協働 227-6029

kyoudou広報広聴 227-6056
市民相談 227-6040

市民課 総合窓口 227-6046 shimin

環境安全課
環境衛生 227-6052

anzen
防災安全 227-6051

税務課
住民税 227-6036

zeimu資産税 227-6037
納税 227-6041

健
康
福
祉
部

福祉総務課
地域福祉 227-6061

fukushi障害福祉 227-6063
福祉事務所 227-0294

介護長寿課
介護保険 227-6066

kaigo高齢者福祉 227-6062
（地域包括支援センター） 227-6067

保険年金課
健康保険 227-6071

hoken
国民年金 227-6072

子育てあんしん課
保育 227-6076

kosodate子育て支援 227-6077
母子自立支援 227-6011

健康推進課
母子保健

248-3511 kenkou
成人保健

会計課 会計　 227-6131 kaikei
議会事務局 庶務調査　 227-6141 gikai
監査委員事務局 庶務調査　 227-6146 kansa

※ Ｅメールはすべて＠ city.nonoichi.lg.jp と続きます

　３月13日㈫、平成24年度から10年間の本市の男女共同参画施策の基本計画である、「野々市市第２次
男女共同参画プラン」の策定について審議を重ねてきた、男女共同参画審議会から市長に対して答申書
が提出されました。審議会の名古道功会長（写真左）は、「これまで第１次プランの推進や条例の制定に
より、一定の成果は表れているが、依然としてさまざま
な課題が残されています。男女共同参画社会を実現す
るためには、これらの課題を市民の解決すべき問題と
して捉え、意識づける必要があります。市民と行政の
共通認識の形成に努めていただきたい」と述べました。
　これを受け、粟市長は、「今後とも男女共同参画意
識の啓発を行うことで、社会全体で問題意識の醸成に
努め、市民と行政が共に力を合わせて住みよいまちづ
くりを目指していきます」と答えました。

野々市市第２次男女共同参画プランの答申
テーマ「あなたもできる協働デザイン　夢ある未

　 ま ち 　
来都市」
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地域の底力地域の底力
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～

…29

高
齢
者
の
安
心
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

　

地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
の
が
「
地
域
サ
ロ
ン
」

で
す
。

　

そ
ん
な
市
内
の
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
不
定
期
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
第
９
弾
と
し
て
「
新
庄
１
丁
目
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン
」「
菅
原
団
地
お
た
っ

し
ゃ
サ
ロ
ン
」
を
紹
介
し
ま
す
！

■
新
庄
１
丁
目
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は
？

　

約
６
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は
？

　

男
性
の
割
合
が
多
い
サ
ロ
ン
で
す
。
現

在
は
、「
お
た
っ
し
ゃ
体
操
」「
タ
オ
ル
体

操
」を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

参
加
者
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

内
容
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　

親
睦
が
深
め
ら
れ
、
何
か
困
っ
た
と
き

に
助
け
合
え
る
関
係
を
築
け
て
い
る
事
が

良
か
っ
た
で
す
。

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

体
操
以
外
に
も
色
々
な
内
容
を
考
え
て

い
ま
す
。
体
操
が
苦
手
な
方
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
! !

活
動
場
所　
新
庄
１
丁
目
公
民
館

活
動
日
時　

�

毎
週
火
曜
日　

午
前
９
時

30
分
か
ら

対

象

者　

�

新
庄
１
丁
目
に
住
ん
で
い

る
人

問
い
合
わ
せ

村
上
（
世
話
役
）
２
４
６
・
３
９
７
６

■
菅
原
団
地
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は
？

　

約
15
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は
？

　

地
域
サ
ロ
ン
を
週
２
回
開
催
し
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
や
「
お
た
っ
し
ゃ
体
操
」

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
１

回
お
茶
飲
み
会
を
開
催
し
て
参
加
者
の
親

睦
も
図
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　

参
加
者
同
士
が
顔
の
見
え
る
関
係
に
な

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
以

外
で
も
会
う
機
会
が
増
え
て
毎
日
が
楽
し

く
な
り
ま
し
た
。

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

気
軽
に
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
と
心
も
身
体

も
元
気
が
湧
い
て
き
ま
す
よ
。

活
動
場
所　
菅
原
団
地
集
会
所

活
動
日
時　

�

毎
週
火
・
金
曜
日　

午
後

１
時
30
分
か
ら

対

象

者　

�

菅
原
団
地
に
住
ん
で
い
る
人

問
い
合
わ
せ

高
田
（
世
話
役
）
２
４
８
・
９
６
２
７

２
月
16
日
～
３
月
15
日

■
２
月

17
日	

埼
玉
県
白
岡
町
議
会
視
察
来
庁

21
日	�



平
成
24
年
度
当
初
予
算
新
規
事
業

等
概
要
説
明
会　

教
育
福
祉
常
任

委
員
会　

総
務
常
任
委
員
会

22
日	�



産
業
建
設
常
任
委
員
会　

議
会
運

営
委
員
会　

議
員
総
会　

27
日	

全
員
協
議
会

29
日	�



意
見
書
等
調
整
会
議　

議
会
運
営

委
員
会

■
３
月

１
日	�



第
１
回
（
３
月
）
市
議
会
定
例
会

開
会

２
日	

議
会
運
営
委
員
会

８
日	�



議
会
運
営
委
員
会　

定
例
会
（
一

般
質
問
・
質
疑
）

12
～
14
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日	�



総
務
常
任
委
員
会　

教
育
福
祉
常

任
委
員
会あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
野
々
市
市
更
生
保
護
女
性
会
様

	

１
万
円

議 

会 

活 

動

ご 

寄 

附

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

２
月
分
入
札

■�

平
成
24
年
度
野
々
市
市
庁
舎
常
駐
警
備

委
託
業
務

予
定
価
格　

１
７
６
４
万
円

落
札
価
格　

１
７
１
１
万
５
千
円

落
札
者　

あ
い
警
備
㈱

■
第
13
回　

野
々
市
市
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ

　

Ｃ
Ｕ
Ｐ　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

２
月
11
日
～
12
日　
　
　

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
高
校
生
男
子
の
部

　

①
金
沢
学
院
東
高
校　

②
泊
高
校

　

③
高
岡
第
一
高
校

▽
高
校
生
女
子
の
部

　

①
高
岡
商
業
高
校　

②
金
沢
高
校

　

③
金
沢
学
院
東
高
校

■
第
64
回　

石
川
県
民
体
育
大
会

�

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　

２
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰
に
白
山
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
成
績
で
は
、
男
子
第
３
位
、
女
子

第
６
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
で
は
、
男
子
第
６
位
。
壮
年

の
部
で
は
男
子
第
３
位
、
女
子
第
４
位
と

な
り
ま
し
た
。

入 

札 

結 

果

大 

会 

結 

果

各
競
技
の
入
賞
者

ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　

男
子
Ｃ
組
第
１
位　

下　

大
介

　
　
　
　

Ｄ
組
第
１
位　

前
川　

伸
一

　
　
　
　

Ｄ
組
第
３
位　

英　
　

忍

　
　

女
子
Ｄ
組
第
２
位　

宮
本　

千
加
子

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
フ
リ
ー

　
　

男
子
Ａ
組
第
２
位　

山
口　

晃

　
　
　
　

Ｆ
組
第
３
位　

大
崎　

正

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　

男
子
Ｃ
組
第
２
位　

下　

大
介

　
　
　
　

Ｄ
組
第
２
位　

英　
　

忍

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
シ
カ
ル

　
　

男
子
Ｆ
組
第
３
位　

大
崎　

正

野々市市誕生記念 第３回トリプルソフトバレー大会

問い合わせ　地域包括支援センター（市役所１階）
☎２２７−６０６７

　市のスポーツ推進委員はトリプルソフトバレーを普及しています。これは、
この種目が年齢や技術に関係なく参加しやすいこと、コミュニケーション性
が高いことなどからです。市内の公民館でも大会や講習会が行われ、市民の
間に徐々に浸透してきました。
　今年で３回目のこの大会は、３月11日㈰に開かれ、25チーム約120人が出
場しました。昨年に比べて、市内の職場単位での参加が多かったとのこと。
また、今回は、野々市市誕生記念ということで11月11日に野々市市が県内11
番目の市として誕生したことにちなみ、11位のチームに特別賞が贈られまし
た。来年度は第４回大会を開催予定。月々のニュースポーツ体験会でも練習
できますので、ぜひ参加してください。

優　勝
　SLAM  DUNK（スラムダンク）
準優勝
　逞真  Will（タクマウィル）
第３位
　FIRE  CROSS（ファイヤークロス）

特別賞
　Ｔｅａｍ　しばでんき
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まちの話題、あんなこと、こんなこと。皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。広報情報課（☎227− 6056）

ちカメラあちこ
い
の
の希望に満ちた門出

市内小中学校　卒業式

　市内で３月10日㈯に中学校、16日㈮に小学校で卒業式
が行われ、小学校432人、中学校394人が思い出の詰まっ
た学び舎を後にしました。
　このうち、野々市中学校では、BGMに合唱コンクール
での歌声が流れる中、卒業証書が手渡されました。橋口校
長が、「思いやりの心を持って輝かしい未来に進んでいっ
て欲しい」と激励しました。卒業生を代表して水上真利那
さんが「それぞれの夢に向かってしっかりと歩んでいきま
す」と決意を述べました。

　２月27日㈪、女性協議会会員24人が市内の中村酒造の
酒蔵を見学しました。会員は、仕込みを終え、発酵中の野々
市ブランド酒「ichi椿」のタンクをのぞきこみ、甘い香り
を堪能しました。
　これから約２週間後に醸造、瓶詰され、３月17日㈯の
椿まつりで新酒が披露されました。今年は冬の寒さが厳し
かった分、出来上がりが期待できるとのこと。会員には、
ichi椿の酒粕がお土産に配られ、一足先に、食卓でもその
香りを楽しんだことでしょう。

今年のichi椿も上々！
女性協議会が市政バスで見学

よりよい地域づくりへの第一歩
市とイオンの連携推進連絡会設置に関する協定

　２月22日㈬、市役所で市とイオンリテール株式会社イ
オン御経塚店・野々市南店が連携推進連絡会を共同で設置
し、協定を締結しました。これは、地域貢献を掲げるイオ
ンと市が年３回の連絡会をもち、地場産物の展示即売や事
業の共同開催など連携の具体策を検討し、安全安心のまち
づくりを目指していくものです。
　また、３月９日㈮には、災害時に同施設を避難場所とし
て使用することなどを定めた防災協定を結びました。

子どもたちの笑顔がいっぱい
なかよし子育て大集合！

　子育て中の保護者とのつながりを育みながら、地域にお
ける家庭教育の支援者として活動している市家庭教育サ
ポーターの存在を知ってもらうことを目的に、２月25日
㈯、情報交流館カメリアで「なかよし子育て大集合！」が
開かれました。
　毎年行われているこのイベントに今年は、100組の親子
が会場を訪れ、絵本の読み聞かせ、紙芝居、ゲーム、牛乳
パックを使った手作りコーナーで、サポーターとのふれあ
いを楽しんでいました。

市の歴史や観光名所を英語で紹介
Map  Project2012発表会

　２月27日㈪、石川県立大学で県立大生25人とアメリカ
のローズハルマン工科大生20人が共同で制作した野々市
本町通りと白山市鶴来の英訳版観光地図の発表会が行われ
ました。発表会では、市の本町通りや鶴来の町並みを紹介。
また、地図制作に協力した里まち倶楽部の帆苅宏典会長と
県観光マイスターの辻貴弘さんに地図が贈呈されました。
28日㈫には両大学生が２人１組になって喜多家住宅や水
生毛住宅などを見学しました。県立大生は地図を片手に慣
れない英語で、懸命に観光案内をしていました。

まち全体を生涯学習のキャンパスに
寿大学校・大学院修了式

　60歳以上の市民が、野々市の歴史や生きがいを学ぶ寿
大学校・大学院の修了式が、３月６日㈫中央公民館で行わ
れました。式では、大学校36人、大学院104人の修了生
を代表して、徳野静子さんと村山国さんが修了証書を授与
されました。魚野学校長は「市では、まち全体を大学のキャ
ンパスにみたて、皆さんの学習意欲に応えるべく生涯学習
の場を提供しています。ぜひ今後も積極的に学んでくださ
い」と期待を寄せました。大学校生の吉田正則さんが答辞
を述べ、全員で「ふるさと」を合唱して修了を祝いました。

みんなで気持ち良い汗をかきましょう！
のっティ体操DVD完成

　３月27日㈫、地域の助け合い、健康増進・介護予防、
市の魅力の発信をコンセプトに、子どもから高齢者までが
楽しく体を動かす「のっティ体操」が完成しました。２月
25日㈯・28日㈫には、体操の普及に向けたテキスト用映
像の収録が行われました。
　参加した子どもたちは、「難しかったけど楽しかった。
元気よく笑顔で踊れたよ」と話し、振り付けを担当した二
木あつ子さんは、「幅広い年齢層の人に楽しんでもらえる
ように振り付けを考えました」と普及に期待を込めました。
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わ
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夢
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く
の
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〒921-8815　野々市市本町2丁目14番6号
☎248-8099
開館時間　10：00〜19：00（土日は17：00まで）
休 館 日　毎週月・祝日

野々市市立図書館

広
告
欄

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～⑬

　市の魅力を伝える野々市検定第13弾。布市神社の境内の史跡に
関する問題を作成しました。楽しみながら挑戦してみてください。

〈1問目〉『風をくる一村雨に虹きえてのの市人はたちもを
やまず』という歌碑があるが、この句は誰が詠んだものか？
Ａ.一休　　Ｂ.道興　　Ｃ.文観　　Ｄ.蓮如

〈2問目〉天然記念物の銀杏（公孫樹）。この銀杏は、戦
国期この地に館を構えたある人物の墓標との言い伝えが
あるが、その人物とは誰？
Ａ.甲斐敏光　Ｂ.木村孝信　Ｃ.富樫政親　Ｄ.細川勝元

〈3問目〉江戸時代に日照りで水が不足したとき、石を担
いで町内を廻ると雨が降ったことから名付けられたとさ
れる雨乞石。別名、何と呼ばれているか？
Ａ.いのこ石　　Ｂ.いぼ石　　Ｃ.おなで石　　Ｄ.力石

正解は

22ページで

図書館お役立ち情報：近頃なんだかつまらない、というティーンズは、２階YAコーナーへ。毎日を面白くするヒントが隠されています。

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に
参加できます。

● 今月のおはなし会

とき：４月14、28日㈯
　　　午前11時から
場所：児童図書コーナー

● 今月の展示図書

テーマ『県子ども読書月間にちなんで』
※特別展示につき、展示
図書はすべて貸出できま
す。

● 子ども向け

『さくらのさくひ』
矢崎　節夫／文
フレーベル館

山の古いさくらの木は、毎年み
んなを喜ばせていましたが、つ
いに咲かなくなってしまい…
さくらを守りたい友だちの強い
思い、最後のページには胸が熱
くなります。

● 大人向け

『タイタニック　ケン・マー
シャルのスーパーアート』
R・アーチボルド／文　ニュートンプレス

J・キャメロン監督の映画製作
にも影響を与えた、迫真のリア
ル・イラスト集。船出から華麗
な船内生活・沈没・発見まで、
百年前の出来事を追体験できま
す。

サッカー選手になりたい

木村　佳樹くん
菅原小学校３年

パン屋さんになりたい

濱　萌衣さん
菅原小学校２年

「ののいち歴史めぐり
in じどうかん」

押野児童館

「野々市の好きなところは、まちがきれい」、「人が
たくさんいる」、「広い公園が多い」など子ども

たちが感じている野々市市は、子どもたちの郷土になっ
ているのだろうか？ との疑問から、児童館で取り組ん
だ「歴史めぐり」も１年目が終了しました。

まず、住んでいる地域の歴史に関心を持ってもらお
うと、御経塚遺跡での勾玉、土器作り、古代米お

にぎりの試食など古い歴史を体験しました。「昔の人っ
て布団がないんや」「いろんな形の石を大事にしとった
んやね」と古代の人々を想像できる遺跡が身近にあるこ
とを知りました。

次は、新幹線現場の見学です。郷町の高架橋では真っ
直ぐに伸びるレールを見ながら「すっごいね！東

京はどっちやろ？」「できたら一番に乗ってみたい」と
これから始まる歴史に期待を持つ声が聞かれました。

歴史は古いものと考えがちですが、古代の遺跡と未
来に繋がる新幹線。どちらも歴史となります。そ

の中で、今を生きている子どもたちが歴史を作り繋いで
いくと思うと大きく夢が広がるようでした。24年度は、
内容も新たに「発見！ ののいちinじどうかん」として
年９回の実施を予定しています。次世代を担う子どもた

ちが、郷土を愛する気持ちを持って育つ「ふるさ
と教育」になるよう願っています。

Culture ２月23日㈭、中央公民館で奥村誠一路先生、西田さい雪先生に参加い
ただき新年句会が開催されました。当日の秀句抄をご紹介します。

■
会
長
杯

　
海
鳴
り
に
向
か
ふ
雄お

叫た
け

び
寒か
ん

稽げ
い

古こ�

南
　
　
邦
夫

■
秀
句
抄

　
堰せ
き

音
の
リ
ズ
ム
変
り
て
春は
る

隣ど
な
り

�

古
源
　
和
子

　
背
を
軽
く
叩た

た

き
入
試
の
娘
を
送
る�

瀬
戸
　
初
枝

　
繭ま

ゆ

玉だ
ま

や
箱
階
段
の
手
擦ず

れ
跡�

六
田
　
明
子

　
大
吉
を
引
き
一
ひ
ら
の
雪
払
ふ�

山
田
　
深
雪

　
凪な

ぎ

の
間
に
岩
場
犇ひ
し

め
く
海の

苔り

掻か
き

女め�

榎
木
　
弘
子

　
雪
し
ま
き
烟け

む

る
鎮
守
の
常
夜
灯�

六
田
　
明
子

　
連
山
の
一
夜
に
白
し
実
千
両�

小
林
　
　
清

　
雪
掻か

い
て
雪
掻
い
て
そ
の
置
き
所�

和
沢
　
靖
子

■
奥
村
誠
一
路
先
生
特
選

　
細
大
根
育
つ
ベ
ラ
ン
ダ
新
所
帯�

榎
木
　
弘
子

■
西
田
さ
い
雪
先
生
特
選

　
大お
お

山や
ま

家が

梁は
り

も
氷つ
ら
ら柱
も
太
か
り
き�

和
沢
　
靖
子

平成23年度  市俳句協会新年句会

北
陸
鉄
道
石
川
線
の

利
用
促
進
を
考
え
る

　

３
月
10
日
㈯
、「
北
陸
鉄
道
石
川
線

の
利
用
促
進
を
考
え
る
市
民
の
会
第
１

回
総
会
」
が
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
利
用
者

自
ら
が
主
体
と
な
り
、
石
川
線
の
必
要

性
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨

年
７
月
に
発
足
し
た
も
の
で
、
現
在
は

約
３
５
０
人
の
会
員
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
総
会
で
は
、
藤
力
会
長
が
、「
自
分

た
ち
の
力
で
、
こ
の
路
線
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。そ
の
あ
と
、

北
陸
鉄
道
か
ら
石
川
線
の
歴
史
や
現
状
、

新
年
度
の
北
陸
鉄
道
主
体
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
利
用
促
進
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
沿
線
の

名
所
を
ま
わ
る
市
民
対
象
の
電
車
ツ

ア
ー
や
市
内
３
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
く
ほ
か
、
沿
線
で
連
携
し
、

利
用
促
進

を
図
る
こ

と
や
情
報

発
信
を
進

め
る
こ
と

と
な
り
ま

し
た
。
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編
集
後
記

リレー方式で市民の方々を紹介しています

人ののいち
“いきいき”

古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれあい通信

金沢ケーブルテレビネット えふえむ・エヌ・ワン
8:00～　8:30
18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～　7:00

11:15～11:55
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」　問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

　

今
月
号
は
椿
ま
つ
り
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
市
内
の
ツ
バ
キ

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
３

月
中
旬
に
、
市
内
を
巡
回
。
今

年
は
寒
さ
の
せ
い
か
、
つ
ぼ
み

の
ま
ま
の
も
の
が
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
と
住
宅
に

目
を
や
る
と
、
ツ
バ
キ
を
庭
に

植
え
て
い
る
光
景
が
た
く
さ
ん

見
ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
椿

ま
つ
り
な
ど
で
苗
木
を
配
布
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
家
庭
の
ツ

バ
キ
が
増
え
、
将
来
花
い
っ
ぱ

い
の
ま
ち
に
な
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。�

（
Ｎ
・
Ｈ
）

　

椿
ま
つ
り
は
、
i
c
h
i
椿

の
新
酒
お
披
露
目
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。
今
年
で
４
年
目
を
迎

え
る
i
c
h
i
椿
は
、
式
典
の

乾
杯
で
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
り
ま
し
た
。
製
造
元
・
中
村

酒
造
の
社
長
に
そ
の
こ
と
を
お

話
し
す
る
と
「
i
c
h
i
椿
に

は
、
も
っ
と
皆
さ
ん
の
身
近
な

酒
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
こ

と
。
家
庭
で
の
晩
酌
に
登
場
す

る
よ
う
に
な
っ
て
こ
そ
、
本
当

の
「
野
々
市
の
酒
」
と
呼
べ
る

の
で
は
、
と
。
今
度
の
女
子

会
に
持
っ
て
行
こ
う
か
な
♪

�

（
Ｓ
・
Ｍ
）

【今月の表紙】
　文化会館フォルテ正面にてライト
アップされたツバキを昨年４月に撮
影。このほかにフォルテには、会館正
面の前庭をはさみ、椿の古木が２本植
樹されています。

野 々 市 検 定　（問題は20ページ）

【第1問】B	 1486年（文明18）、京都の僧侶聖護院道興は、白山から
下山して野々市に立ち寄ったときにこの歌を詠んでいる。

【第2問】B	 木村孝信は、織田信長の家臣であった木村重成の伯父と
言われ、松任城主鏑木右衛門大夫の壻になった武将であ
る。孝信の館跡は神社から北側一帯と言われている。

【第3問】D	 源義経が奥州へ向かう途中、家来の弁慶が富樫氏の館に立ち寄って、
余興にこの石を軽々と扱い遠くに放り投げたという伝説があり、若
松地内には、この石が落ちたとされる『力石』の小字名が残っている。

佐藤　紗耶香さん／徳用町
【右から】潤一さん、蓮之佑くん

子どもへ
のびのび元気に育って欲しい！

もう少しわんぱくでもいいかな！

70

野々市市で暮らしてどうですか？
野々市に引っ越してきて、１カ月が経ちました。
近くには保育園や児童館もあるし、公園もできる
と聞いているので、子どもがいっぱい遊べる所が
あってうれしいです。
広報についてのご意見？
全然、野々市の事が分からないので、広報紙で情
報収集しています。今、一番見るのは子育て応援
ひろばのページですかね。
自分の性格を一言であらわすと？
思い込みが激しいところかな。
趣味やリフレッシュ方法はなんですか？
最近はあまり趣味の時間がとれていないですが、家
族の写真を撮って、アルバムにきれいにまとめるの
が楽しいです。ほかにはビデオカメラで、子どもの
成長の様子を撮るのもリフレッシュの一つですね。
目標やチャレンジしてみたいことは？
私が子どものころは親にたくさんいろいろな所に
連れていってもらったので、今度は私が子どもを
キャンプとか旅行に連れて行って、いろいろな体
験をさせてあげたいなと思っています。

う
ぶ
ご
え

　
子
の
名

親
の
名

住
　
所

小
西　

瑛え
い

登と

孝
志
涼
子

）住
吉
町

髙
澤　

星せ
い

凪な

正
和
智
子

）菅
原
町

惣
田　

夏か

唯い

智
章
夢
菜

）御
経
塚
５

番
場　

柚ゆ
ず

季き

大
介
美
希

）白
山
町

了
津　

結ゆ

愛ら

誠
裕
子

）清
金
３

扇　
　

鈴れ
い

時じ

拓
也

さ
ゆ
り

）野
代
２

紺
谷　

蒼あ
お
い衣

宗
広
時
子

）二
日
市
町

槻　
　

心こ
は
る晴

義
訓
未
来

）下
林
３

保
科　
　

陽は
る

貴
之中

）押
越
１

髙
橋　

一い
つ
き樹

達
郎
絵
菜

）位　
川

小
川　

獅し

門も
ん

貴
彦
裕
華

）矢
作
２

大
地　

竣
し
ゅ
ん

稀き

隆
志
恵
美

）本
町
５

坂
下　

夢ゆ

奈な

剛
千
里

）菅
原
町

青
山　

心こ

湖こ

明
人
里
美

）野
代
１

北
口　

春は
る

真ま

政
人
泰
香

）押
野
６

清
水
勘か
ん

太た

郎ろ
う

宏
樹薫

）稲
荷
２

岩
永　

瑛え
い

司じ

健

磨
衣
子

）本
町
４

前
野　

侑ゆ
う

真し
ん

靖
広
静
香

）稲
荷
１

中
島　

茜せ

那な

宏
之

久
里
沙

）新
庄
５

森　
　

虹こ
う

翼す
け

正
一
市
子

）下
林
４

長
井　

陽ひ

鞠ま
り

政
幸
綾
乃

）野
代
３

田
原　

結ゆ

羽う

実
美
紀

）粟
田
１

日
暮　

凉す
ず

寧ね

昭
夫
直
美

）白
山
町

西
藏　
　

始
は
じ
め

真
一
桂
子

）押
野
３

木
村　

仁に
い

菜な

匡
宏

麻
由
美

）上
林
４

髙
納　

輝き
り
ゅ
う龍

謙
太

美
由
樹

）位　
川

増
井　

陽よ
う

希き

誠
美
保

）藤
平
田
１

山
田　

心こ
こ

愛な

健
介

留
美
子

）粟
田
２

村
上　
　

奏
か
な
で

新

未
沙
登

）本
町
１

松
本
佑ゆ

厘り

奈な

晋
優
子

）藤
平
田
１

山
森　

胡こ

春は
る

大
悟

智
栄

）粟
田
３

奥
野　

結ゆ

衣い

雄
介

美
紀

）菅
原
町

庄
田　

里さ
と

海う
み

哲
也

優
子

）御
経
塚
１

杉
森　

相そ
う

俐り

猛
幸
子

）藤
平
田
１

杉
村　

遙は
る

斗と

年
春

真
由
子

）本
町
５

海
藤　

真ま

帆ほ

純
一

智
美

）御
経
塚
２

宮
下　

柊と
う

真ま

真
人

佳
奈

）御
経
塚
５

清
水　
　

悠
は
る
か

喜
宣

敦
子

）藤
平
田
１

山
口　

泰た
い

基き

尚
人

真
衣

）太
平
寺
３

山
本　

奈な

央お

亮
太

唯
衣

）白
山
町

佐
藤　

礼れ

唯い

千
暁

真
理

）新
庄
６

横
川　

柚ゆ
ず

愛あ

浩
平

真
悠

）粟
田
３

た
か
さ
ご

　

氏
　
名
　
　
　
前
住
所

住
　
所

細
山　

隆
昌　

津
幡
町

榊
原　

弘
美　

本
町
３
）住
吉
町

森
田
与
志
三　

富
山
県

宮
本　

明
奈　

富
山
県
）矢
作
２

源
田　

裕
希　

小
松
市

秋
田
紗
也
加　

金
沢
市
）新
庄
３

中
川　

慧
祐　
御
経
塚
１

德
田　
　

萌　

金
沢
市
）御
経
塚
１

米
田　

裕
希　

上
林
４

野
田　

美
加　

七
尾
市
）上
林
４

田
辺　

友
洋　

新
庄
２

寺
下　

理
絵　

中
林
１
）中
林
１

吉
田　
　

隼　

粟
田
１

新
保
友
里
奈　
か
ほ
く
市

）粟
田
１

中
村　

和
人　

白
山
市

山
本
奈
津
美　

津
幡
町
）新
庄
３

北
野　

昌
弘　

金
沢
市

辻
口　

梨
江　
太
平
寺
２

）太
平
寺
２

堀
川　

真
嗣　

本
町
５

福
村
由
美
子　

押
野
５
）本
町
５

中
谷　

大
介　

本
町
４

笠
光
由
加
里　

白
山
市
）本
町
４

湯
本　
　

稔　

長
野
県

伊
藤　
　

薫　

三
納
３
）三
納
３

岡
田　
　

紳　

本
町
４

植
野　

晶
子　

白
山
市
）堀
内
５

中
口　

誠
一　

金
沢
市

渡
辺
あ
す
か　

金
沢
市
）藤
平
田
１

永
井　

翔
太　
太
平
寺
１

北
村　

裕
美　

白
山
市
）太
平
寺
１

源　
　

広
志　

矢
作
４

川
江　

美
希　

加
賀
市
）矢
作
４

宮
島　
　

章　

中
林
３

漆
畑
恵
美
子　

青
森
県
）中
林
３

佐
藤　
　

啓　

富
山
県

溝
口
奈
保
子　

本
町
４
）本
町
４

谷
口　

靖
憲　

新
庄
６

森
野　

一
美　

新
庄
６
）新
庄
６

入
口　

和
史　

本
町
１

二
法
田　

恵　

本
町
１
）本
町
１

中
村　

憲
太　

小
松
市

土
肥
衣
里
加　
太
平
寺
１

）太
平
寺
１

富
山　

史
朗　

新
庄
１

南　
　

彩
乃　

小
松
市
）新
庄
１

田
中　

宏
治　
御
経
塚
１

寺
谷　

由
佳　
御
経
塚
１

）御
経
塚
１

山
森　

尚
之　

金
沢
市

北　
　

真
弓　

白
山
市
）中
林
１

堂
谷
内
純
平　

押
野
４

紙
田　

美
穂　

押
野
４
）押
野
４

金
井　

直
也　

金
沢
市

荒
川　

愛
娘　
藤
平
田
２

）藤
平
田
２

お
く
や
み

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

泉　
　

竹
浩

扇
が
丘

48
歳

西
川　

悦
子

三
納
２

78
歳

平
井　

澄
子
太
平
寺
４

80
歳

佐
藤　
　

実

扇
が
丘

62
歳

大
谷　
　

勉
太
平
寺
４

89
歳

今
西　

一
男

粟
田
３

66
歳

久
保　

多
吉

本
町
１

81
歳

川
渕　

一
夫

清
金
３

58
歳

北
岸　

乃

清
金
１

88
歳

米
田　

ツ
キ
太
平
寺
１

75
歳

福
岡　

外
治

横
宮
町

86
歳

藤
垣　

永
三

藤　

平

85
歳

鍛
田　

敬
子

新
庄
５

82
歳

眞
舘　

節
子

新
庄
３

65
歳

山
田　

信
子
太
平
寺
３

77
歳

大
網
美
喜
雄

新
庄
５

65
歳

瀧
野　

芳
惠

押
越
１

65
歳

伊
　

時
子

押
野
２

89
歳

福
島　

義
信
御
経
塚
５

75
歳

上
野
美
津
子

新
庄
２

83
歳

■２月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口	 48,077人	（＋  33）

　　男　	 24,371人	（＋    8）

　　女　	 23,706人	（＋  25）

　世帯数	 20,667世帯	（＋    5）

■２月中の人の動き

　転　入	 228人

　転　出	 228人

　出　生	 62人

　死　亡	 29人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H24.2.16～H24.3.15受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています
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　シャトルバス「のんキー」の実験運行を３月１日㈭より開始しました。これに先駆けて、２月29日㈬には

市役所で車両のお披露目を兼ねた運行開始式が行われました。式の中で粟市長は、「今回のルートは、市民の

皆さんから要望が寄せられていた野々市駅から公立松任石川中央病院への直通ルートです。のっティに続く

新たな公共交通として市民へ広く浸透して欲しいと思います」とあいさつしました。続いて、運行を担うの

のいちバス㈱の隠岐公史社長が車両の説明を行い、運転手の細川幸雄さんが安全運転宣言を行いました。

　「のんキー」はJR野々市駅から文化会館フォルテ、市役所、県立大学などを経由した公立松任石川中央病

院までのルートで１日５往復します。初乗り運賃は170円で乗車距離によって金額が異なり、小学生以下は

半額です。

JR野々市駅と公立松任石川中央病院を結ぶ
シャトルバス「のんキー」が運行


